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1．光学の基礎、そして光線
光学設計においてもっとも重要なのは光線と言う概念です。光が進む方向を表すものとして簡単な様でいて、意外と正しく理
解されていないのがこの光線と言うものです。ただの光線追跡の道具としてではなく、収差補正の際に、また像の明るさを考え
る上でも非常に重要な性質を光線は示します。ここでは光学理論の基本的な背景を御説明し、こうした光線の重要な性質につい
て、その利用限界も含めて解説します。

2．近軸理論について 
いかに光学系を複数のレンズなどで構成するかは、この近軸理論をもってして最初に検討が行われなければなりません。結像
系のみならず照明系開発時に役立つ光学設計に独特の近軸理論について解説します。 

3．収差について、そして結像性能の評価について 
光学設計とは、近軸理論で構成を考え、そして、一般的にはどうしても発生してしまう収差と言うものを除去していく作業で
す。そのためには収差についての情報を的確に読み取る能力が必要になります。ここでは収差の基本的なパターンについて解説
します。また、総合的なレンズ性能の表現、評価手法についても解説します。 

4．瞳と像の明るさ 
光学設計を始めると、意外とわかりにくい概念に、“瞳” があります。照明系、或いはCCD素子等の撮像素子の性能を生かす
ためにも非常に重要なものでもある、光学系の “瞳” について解説します。また、結像光学系による画像の明るさについて解説
します。 

5．測光理論 
明るさを定量的に考えるための測光学について解説します。特に照明系設計に置いては重要となります。

6．最適化 
現代の光学設計においてはコンピュータによる光学系の自動的な最適化機能は無くてはならないものです。照明系設計におい
ても重要度は増しています。その最適化の仕組みをある程度理解しておくことは有益なことで、原理の概略について解説します。 

7．照明系の評価
照明系を設計する場合には照度、或いは輝度、強度などの評価が必要になります。こうした量の実際の評価手法・表現方法に
ついて解説します。

8．照明系の基本的なパターン
照明系には幾つかの重要な基本パターンがあります。ここではそれらについて、例をあげて解説します。


